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 2013 年 4 月から様々なイベントに挑戦してきた南風原町観光協会が、発足から丸一年を迎えました。 
これまで、「かすりの道景観活性化プロジェクト事業（かすりの道の景観美化およびイベント活動）」、「地域

力発信強化事業（ヘチマ大使「ビュウリーズ」をはじめとする町のＰＲ事業）」、「民泊啓蒙推進事業（民泊受

入家庭の開拓や研修会）」、「ヒーローのまちづくり事業（金城哲夫氏を主軸にしたイベントの企画・実施）」、

「シマじまガイド事業（南風原町内の史跡拝所をめぐるツアーや戦争体験平和講話の話者登録活動）」、「陸軍

病院壕公開活用事業（壕見学を円滑に行えるようにお客様へ提案を行う事業）」を骨子に行ってきました。 
今年度は、これまでの活動をさらに発展させ、南風原名人制度、ホームページを活用した情報発信、町内に

花を植栽する運動などを展開していきたいと思います。 
観光協会は、協会ただそれのみでは機能しません。 

南風原町に住む、全ての方々の協力があってはじめて、 
真価を発揮するものと考えています。今年度も、南風原 
町民のみなさんのお力添えをよろしくお願い致します。 

石垣島・観光先進地視察研修に 

行ってきました 
 

 石垣空港が新設されてから１周年を迎えて、観光客の増加が見

込まれる観光先進地・石垣島へ、３月６日から７日にかけて、町

商工会理事の方々と共に、会長、副会長、事務所職員 2名が視察

研修にいってきました。 

 石垣島特産品販売センター、みんさー工芸館、みね屋工房、具

志堅用高記念館、石垣島胡椒園、辺銀食堂など、石垣島の新旧名

所を見学しました。 

 観光先進地である石垣島。モノや名所もさることながら、行き

あう人出会う人から、「石垣島へようこそ！」というオーラがひ

しひしと伝わってきて、「おもてなしの心」を学べました。南風

原町観光協会も一層まい進していきたいと思います。 

 

翔南小学校ＰＴＡと行く 
三箇字巡り 

 

 3 月 12 日に翔南小学校のＰＴＡの方々が、喜屋武・

本部・照屋の三箇（さんか）字を巡り、地元のことを

学ぶということで、そのガイドを行いました。 

 翔南小学校にある「喜屋武ンマイー跡碑」からスタ

ートし、本部、照屋と続いて巡っていきました。三箇

字はかすりの道で結ばれていることもあり、区間に施

された壁面装飾やかすりの糸伸ばし場なども加えて、

字の歴史や文化財などをみてまわりました。 

 普段はあまり行く機会のない拝所や旧跡などを巡

り、地元発見のお手伝いができました。 

2013 年度の観光協会を支えてくれた平良新吾さん、赤嶺みゆきさんは

それぞれのスタートに発ちました。新しく観光協会に入った新メンバ

ーについては、次号にてお届けします。 

金城哲夫生誕 75周年祭報告書作成しました 
 

 2 月に実施した金城哲夫生誕 75周年祭。この生誕祭

にいたるまでの「金城哲夫氏とウルトラマンのまちづ

くり住民会議」の活動から、生誕祭実施までに重ねら

れた各部会の活動、生誕祭の様子などをまとめた報告

書が完成しました。「ヒーロー 

のまちづくり」事業の大きな成 

果を記録できました。今後とも 

精力的に活動を続けていきたい 

と思います。 

宮古島特産品販売センター見学 

ミンサー工芸館見学 
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２
０
０
７
年
の
２
０
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一
般
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ま
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２
０
号
壕
の
ガ
イ
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を
は
じ
め
、
南
風
原
町
の
各
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の
マ
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成
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動
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社
会
活
動
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ら
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ま
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本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
。
南
風
原
の
平
和
学
習
を
担
う 

貴
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念 

し
て
お
り
ま
す
。 

 

新
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
承
し
つ
つ
、
発
展
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
（
嘉
数
） 

 

沖
縄
に
訪
れ
る
旅
行
者
の
中
で
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
修
学
旅
行

生
。
近
年
、
こ
の
修
学
旅
行
で
活
性
化
し
て
き
て
い
る
の
が
「
民
泊
」
で
す
。

読
ん
で
字
の
如
く
、
民
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
時
「
民
泊
家
庭

の
方
と
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
」
が
民
泊
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
修
学
旅
行
生

に
も
か
け
が
え
の
な
い
体
験
と
な
り
ま
す
。 

民
泊
体
験
講
習
会
④ 

 

３
月
１
５
日
（
土
）
に
、
字
神
里
の
神
谷
翔
平
さ
ん
の
牛
舎
に
て
、
酪
農

体
験
モ
ニ
タ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
５
組
が
、
え
さ
や
り
体
験
、
牛
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
体
験
、
聴
音
機
に
よ
る
仔
牛
の
心
音
聴
、
哺
乳
体
験
、
乳
搾

り
体
験
に
挑
戦
。
最
初
は
、
牛
の
存
在
感
に
戸
惑
い
、
恐
が
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
普
段
な
に
げ
な
く
飲
ん
で
い
る
牛
乳
が
生
産
さ
れ
る
現
場
を
見

て
、
ま
た
、
自
分
自
身
が
牛
乳
を
絞
り
出
す
行
程
を
経
験
し
て
、
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
酪
農
体
験
で
は
、
親
御

さ
ん
の
興
味
が
強
く
、
半
ば
強
引

に
参
加
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
乗
り

気
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
神
谷
さ
ん
の

判
り
や
す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
に
よ

り
、
仔
牛
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
次
第
に
積
極
的
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
普
段
牛
乳
が
飲
め
な

い
子
ど
も
も
、
神
谷
さ
ん
が
朝
に

搾
っ
た
ば
か
り
の
牛
乳
を
「
お
い

し
い
」
と
い
っ
て
飲
ん
で
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。 

 

わ
ず
か
１
時
間
３
０
分
の
体

験
講
習
で
し
た
が
、
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
姿
勢

が
変
わ
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
大

き
な
も
の
が
残
せ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

来
月
は
、
３
月
に
や
む
な
く
断

念
し
た
「
ハ
ー
ブ
園
体
験
」
も
行

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
ぜ
ひ
ご

参
加
を
（
詳
細
下
記
）
！ （

山
城
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 毎月ビュウリーズの活動の報告をメインに行ってきたこのコーナ

ーですが、今月は趣向を変えてお届けします。 

 3月 22日に、ビュウリーズを卒業する 6年生（４月から中学 1年

生！）メンバーと、これからビュウリーズを盛り上げていく新メン

バーとで、慰労会と歓迎会を合体させた懇親会をひらきました。ビ

ュウリーズの親御さんたちにも参加して頂いて、わきあいあいとし

た雰囲気の中、ビンゴゲームなどをして、盛り上がっていました。 

 ビュウリーズの発足から、ながくチームを引っ張ってきた６年生

の先輩方をみて、新メンバーのみんなにも頑張ってもらいたいと思

います。                      （銘苅） 

  

 南風原町観光協会の活動にご理解とご協力をいただいて

いる会員さま同士のつながりをつくるためのコーナーです。 

今月は、新年度や新生活がはじまって忙しい中、体を動か

してリフレッシュ！したい時にうってつけな、「スポーツワ

ールド サザンヒル」をご紹介します。 

≪スポーツワールド サザンヒル≫ 
 アイススケートやバッティング、岩盤浴にカラオケ・居酒

屋など１日いても飽きないほどの大きなアミューズメント

施設。平成９年にオープンしてからというもの、誰でも楽し

める“みんなのハッピープレイス”として営業してきました。 

サザンヒル内で特に目玉な施設が沖縄唯一・日本最南端の

アイススケートリンクです。28ｍ×58ｍの広さがあり、ライ

トに照らされたリンクは、なんとも幻想的な雰囲気を醸し出

しています。暑い沖縄で楽しむスケートもまた乙なものでは

ないでしょうか。他にも、本格的な岩盤浴場、“HELLO KITTY 

ボウル”など他施設にも見所がたくさん。休日のリフレッシ

ュにいかがでしょうか？            （豊平） 
 

 南風原町内の隠れた名花を知っていますか？「情熱」の花言葉を持つカ

ンナの花がそれです。 

 本部区の有志の方がスタートさせたカンナの植栽によって、団地から本

部公園に続く沿道が「カンナ通り」という名所に相成ったのも、記憶に新

しいところです。そういった、「地域の力を合わせて景観美化につとめる心

意気」は、南風原町観光協会の目標とする「おもてなしの心でお客さんを

むかえる」ことに、うまく合致するものと考えました。 

今年度から、「花いっぱいプロジェクト」を立ち上げ、町内へカンナをは

じめとする瑞々しい花々を植栽して、景観を美しく、 

南風原を訪れる方をおもてなししたいと考えていま 

す。花々の植栽に興味のある方、花好きな方、ぜひ 

プロジェクトの趣旨にご賛同いただき、メンバー登 

録お願い致します。詳細はホームページなどでお知 

らせいたします。よろしくお願いします。 

  


